
 

 

 

日本共産党の比例候補（2 次） 

吉田恭子氏を擁立へ 

 2022年 5月 19日 第 619号  日本共産党
●日本共産党陸前高田市委員会●高田町字西和野 24－１ ☎５５－５５１２  
※日本共産党の活動をお知らせします。●jcptakata@yahoo.co.jp 
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今回も野党共闘で木戸口勝利を 
    達増知事が仲介し共通政策を協定 

 日本共産党は参院選比例代表第 2次候補（13人）

として吉田恭子氏（41）＝党県副委長＝が発表され

ました。16日夕方県庁で記者会見を行い、「平和の

願いを託してもらえるようでがんばる。物価高騰

のなか、アベノミクスからやさしく強い経済への

転換を求めていく」と決意を述べました。 

 吉田氏は昨年の総選挙岩手 1 区の野党共闘候補

として奮闘し健闘しました。 

「候補者名」を書きます。 

「日本共産党」と政党名を書きます。 
※候補者名でも投票できます。 

 

木戸口英司参院議員 13日、達増拓也後援会の仲介によって「2022年野党共通政策」（7本柱

と 36 項目）の協定書が結ばれ、岩手選挙区で木戸口英司参院議員（58）

の再選をめざしてたたかうことになりました。日本共産党岩手県委員会

は、達増後援会、立憲民主党岩手県総支部連合会、社会民主党岩手県連合

に敬意を表し、「岩手は野党共闘の源流の一つと言われ、この 7 年間の県

内野党共闘の実績は大きい。日本の政治を変える道は野党共闘しかない。

木戸口さん勝利のためぶれずに誠実にがんばりぬく」と語りました。 

 

岩手選挙区 

比例代表 

福島原発汚染水      参院特別委員会    
海洋放出強行するな  

いわぶち議員が追及 地元の声を聞け 

 

岩渕友参院議員（５月 18日） 

（裏面に関連記事） 
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貝毒対策で科学的知
見の活用を 

 紙議員が要求 参院震災特別委 

三陸沿岸漁業の貝毒問題。日本共産党の紙

智子議員が 13 日、参院震災特別委員会で取

り上げ、陸前高田市議会の意見書も示しなが 

ら、東北大学の研究グループが貝毒発生に起 

吉田恭子  全県キャラバン 

25日（水）陸前高田入り 
  午後 4時 20分～ 米崎町 脇の沢住宅団地前 

   午後 4時 45分～ 高田町 アバッセ 
    比例代表候補の吉田恭子副委員長が早速全県キャ 

ラバンで 25日陸前高田で街頭演説を行います。 

 

 18日の参院震災復興特別委員会で、日本共産党

の岩渕友参議院議員が原発汚染処理水の海洋放出

をめぐって、「漁業者をはじめ地元の努力を水泡に

帰す」として政府を厳しく追及しました。 

 岩渕氏は、国と東電が福島県の漁業者と、「関係

者の理解なしにいかなる処分も行わない」と約束

したにもかかわらず、政府はまともに応えていな

いと指摘。それどころか、ＡＬＰＳ処理水は安全

などとしたチラシを学校現場に送り付け、3 月下

旬以降、同様の広告を全国の新聞に掲載してきた

と批判し、原子力規制委員会が「了承」したして

も、「漁業者などの反対の声や懸念などを聞かず海

洋放出を強行してはならない」と強調しました。 

紹介：紫波町出身 41

歳。和光大卒、労組書

記を経て党県委員会

勤務、現在副委員長。 

 

ぜひ 
お聞きください 

紹介：花巻市生まれ 58 歳。千

葉大卒、衆院議員小沢一郎秘

書、県議会議員、達増拓也知事

政務秘書を経て、2016 年 7 月

参院選岩手選挙区で野党統一

候補として初当選。 
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岩手野党共通政策 
7つの柱 

因する有毒プランクトンに寄生してそれを

死滅させる新種の寄生生物アメーボフリア

の発見をもとに、現場での実用化の取り組み

や、地元漁業者への理解、ほかにも悪さをし

ないかなど、課題も見据えながら政府として

引き続き注目していくことを求めました。 

mailto:●jcptakata@yahoo.co.jp

